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第 1 章 

 

世界的に見て，情報の電子化に伴い紙から電子へ情報伝達媒体は移行してきてい

る．さらにインターネットの普及，高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できる

ようになった．そして土木のような広範囲な部門の場合は，その範囲の決め方に

よっては極端に言えば限りなく用語数が増加する．加えて，今日のような情報氾

濫の時代，次々と新語，外来語が出現し紙媒体での用語辞典編集は困難を極めて

いる．このようなことから整理された土木用語をインターネット上に公開してい

くことは，学生の研究支援や学習の第一段階として有用であり，また一般の人々

に土木用語を認知させる一つの手段とも考えられる．さらに，世の中に散乱した

土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で必要とされている．そこで

本研究では，近年その利便性から活用が進んでいる wiki と呼ばれるソフトウェア

郡を用いて，インターネット上で閲覧，編集等が可能な土木用語データベースの

構築を試みた． 
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第 2 章 

2.1 wikipedia 

wikipedia は非営利団体ウィキメディア財団によって運営されている．wikipedia 以

外にもいくつかのウィキプロジェクト（ウィクショナリー，ウィキトラベルなど）

がある．特徴としては誰でも記事を投稿したり編集したりすることが出来る，200

語を越す言語で作成されている． 

さらに wikipedia には三大機能といわれる１）検証可能性２）中立的な観点３）独

自の調査の排除が存在する． 

１） 検証可能性 

検証可能であることがデータの質を決定するという概念で，データについて「真

実かどうか」ではなく「検索可能かどうか」によりデータの質をさだめている．

このため 

① 記事には，信頼できる情報源が公表，出版している題材だけを書く． 

② 出典が明示されていない記事は，だれでも取り除くことができる． 

③ 良い記事を執筆するため，広く信頼されている発行元からすでに公開されてい

る事実，学説，見解，などについてのみ言及し，品質の高い資料を目指すもの

とする． 

２） 中立的な観点 

全ての記事は特定の観点に偏らずあらゆる視点からの描写を平等に扱い，中立的

な観点に沿ってかかなければならない．このため意見や事実について，それを支

持する者と批判する者とが共に合意できるように記述することを目指すものとす

る． 

３） 独自の調査の排除 

wikipedia 編集者が wikipedia に投稿した情報のうち，未だ信頼のおける媒体にお

いて出版されたことがないものを指す言葉にオリジナルサーチという wikipedia

用語がある．例えば未発表の理論，データやオリジナルのアイデアや用語などは

オリジナルソースといえる．これらのオリジナルサーチは良いもの，悪いものに

関わらず排除していく．この目的は持論や自分たちへの注意を引きたいだけの者

を排除するためのものである． 

2.2.2 mediawiki 

 ウィキペディアを構築しているオープンソースの PHP システム。 

 セットアップ済みのページをユーザーごとに作成・利用できるサービス。  

 普通の辞典と違い常に更新される。 

 ウィキペディア同様ユーザー参加型のサイトである。 

サイトの基本形態として図－2－2－2 に示す． 

基本形態 

 

図－2－1 wikipedia 
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図－2－2 wikipedia の構成 

 

 

 

2.2 土木用語大辞典について 

土木工学の基本的な用語から専門性の高い用語まで，22800 語を収録している．

総数 259 名からなる編集委員会を組織して編集にあたった標準用語辞典．1999 年

2 月刊行．編集委員会により部門別に分けられた 27 の編集小委員会が，執筆者の

選定や執筆依頼，解説原稿の校閲，対訳英語の原案作成等を実施した．小委員会

の設置は土木工学の領域の広大さに留意しての措置で，「土木工学ハンドブック

（第 4 版）」の編集，構成，「学術用語集土木工学編（増訂版）」の部門構成に基づ

いて部門分けされた．最新の情報，生きた用語が盛り込まれることを最優先に考

え，第一線で活躍する研究者，技術者によって選択，編集された．用語解説には

（１）定義，（２）補足説明（３）来歴，理屈，効用を三要素とし正確，適切な定

義付けをしていった． 

（１） 定義；用語の概念規定 

（２） 補足説明；概念をより説明的に，わかりやすく解説．同義語や対語なども

示す． 

（３）来歴，理屈，効用；必要に応じて，歴史，原理やメカニズムのやや詳しい解

説，応用法や事例，海外事情の紹介，周辺領域への言及などを行う． 
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2.3 土木分野との繋がり 

ウィキペディアによる土木分野での検索結果 

 件数 136 件 

内容 構造・材料系 、水工系 、地盤系 などの専門的な分野について 

    ゼネコンやコンサルタントについての事業について 

問題点として構造力学など基礎知識については詳しく書いてあるが題名だけで検索

できない物が約半数を占め情報量が少ない事が現状である. 

現在ウィキペディア日本語版の項目数はすでに 20 万件を超えている。その中での土

木、建築に関する用語は 1000 件たらず.一方、土木用語大辞典に収録されている用

語は約 2 万 2 千語.この格差をどのように埋めていくかが今後の課題である. 

2.4 土木分野とウィキペディアの未来 

最近「土木用語辞典をウィキペディアで実現するとしたら」 などのシンポジウムが

開催されるなどこの問題に取り組む動きがでてきている.しかしまだ始まったばか

りの動きであり、まだまだ未開拓である. 

しかし実際の成功例としてウィキトラベルの例を示す． 

 世界中を範囲とした誰にでも編集できる旅行案内書であり、これを目的とする。  

 基本方針とガイドライン の制定。 

 企業の支援により運営している。 

 書いてある記事に責任などは一切ない。 

2.5 自分の考えるプロジェクト 

 ベルマークのように報酬をもらえる制度 

 大学の授業で実際投稿、編集を行う 

 学校や企業によるウィキペディアの宣伝、広告および積極利用 

やはりこれからの発展のためにはウィキペディアの現状を知ってもらい、多くの土

木関係者に積極的に参加してもらうことが重要だ. 
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3.1 wiki の機能と利便性 

本研究ではwikiというソフトを使いネット上に土木用語辞典を作成していく． 

wikiとは誰でも投稿，編集できる機能を持ち，全てがPHPによってプログラムされ

mediawiki,，pukiwikiなど様々な種類のものがある．wikiを使ったホームページで

は現在wikipediaが最も有名である．研究に使用するwikiを比較検討した結果扱い

やすい，いろいろな機能を持っている，日本語による説明があるなどの理由によ

りpukiwikiを使いホームページを作成することに決めた．このソフトを使う利点は，

情報が常に更新されていくことにより情報の老朽化を防ぐことである．今回wiki

土木用語辞典というサイトを実験的に構築し様々な角度から研究を進めていく．

wiki土木用語辞典は，みんなで創る土木辞書であり誰でも無料で土木分野の用語

を調べられ説明文を編集したり新しいページを作ることができる． wiki土木用語

辞典は，お互いに知識を持ち寄り，利用価値のある「集合知」を作るための場所

（ウェブサイト）を提供し一般・学生の学習のために，調査のスタート地点とし

て理解を助け，調査を発展させるための情報を提供することを目的としている． 

3.2 PHP プログラム 

wikipedia を構築する上で使われているプログラムの名称．全ての wiki はこのプロ

グラムによって動いている．セットアップ済みのページをユーザーごとに作成・

利用できるサービスであり普通の辞典と違い常に更新される．掲示板やショッピ

ングカートなどのように，訪問者の入力したデータに応じて，表示を変更したい

場合には， PHP を利用しなければならない．つまりサイトに来た人が情報を書き

込んだときに，そういったデータを整形してページに反映したり，検索したりで

きるものが PHP である． 

実際のプログラム 

例として URL を使いプログラムへの引数を渡すプログラムを行なう．GET 方式（GET

メソッドとも言う）と呼ばれているやり方で，検索エンジンでキーワードを指定

するときなどによく使われているやり方である． 

今回は試験のテストについての評価を行なった．（図-3-1 を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例  
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http://localhost/uranai.php?tennsuu=40 

 
         図-3-1 php プログラム 

nsuu=40 では，〔tennsuu〕の中に〔40〕

数が数字かどうかを調べるための関数。 

００点以上ま

 ０ ) その他の場合で８０点以上の場合 

3 wiki クローン 

GET は特別な変数で、今回の例の場合だと、ten

が入力されると言う事． 

 is numeric 関数は、引

 if ($_GET[“age”] >= 100 || $_GET["age"] <10) もし点数が１

たは１０点以下の場合 

elseif ($_GET[“age”] >=８
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Wiki とは誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトウェア群であり様々な種類 

表－3-1 wiki クローン 

のものがある．これらを総称して wiki クロ―ンと呼ぶ．表－3－1 に wiki クロー 

ンの機能比較表を示した． 

Wiki クローン 言語 更新 導入 速度 HTML RSS 

FSWiki Pe × 0.91&1.0rl ◎ ◎ ×   

FSWikiLite Perl × ◎ × × × 

YukiWiki Perl × ○ × × 1.0 

WalWiki Perl △ ○ × × 1.0 

Tiki Ruby ？ △ ？ × ？ 

Hiki Ruby ◎ ○ ○ × 1.0 

pukiwiki PHP ◎ ◎ ◎ XHTML1.1 0.91&1.0&2.0 

VikiWiki Ruby ？ ？ ？ XHTML1.0 0.91 

PassWiki PHP × ◎   ？ 

wifky Perl 5.0   ◎ ◎ ◎ × × 

TiddlyWiki t Javascrip ◎ ◎ ◎ ？ ○ 

Wiki PHP4 ◎ ◎ ◎ × ○ 

Structure Wiki  L1.1 0.91&2.0 D 言語 □ △ ◎ XHTM 1.0&

DokuWiki PHP ? ? ? ? ? 

MyWiki PHP ◎ ◎ ◎ × ◎ 

Mediawiki PHP ◎ ◎ × ◎ ◎ 

研究に使用した Puk i つ

い，いろいろな機能を持っている，

4  pukiwiki 

Wiki（ iwik ）に いて 

今回様々なWikiを比較検討した結果扱いやす

日本語による説明があるなどの理由によりPukiwikiを使いデータベースを作成す

ることに決めた．Pukiwikiは日本人の作ったフリーソフトのウィキクローンであ

るため多くの個人サイトで使われておりネット上や書籍で詳しく解説されている

ので理解しやすい．さらにプラグイン（検索エンジンなど）により新たな機能が

追加できるようになっている．このことにより自分のほしい機能などをリクエス

トすれば新たなプラグインを開発してもらえる．実際多くのプラグインが開発さ

れており，全てフリーで提供されている． 

 

3.
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pukiwiki は，コンテンツ管理システム（CMS：Content Management System）と呼

ば

常の Web サイトの更新と Wiki の違い 

れるソフトウェアの一種である．通常 web サイトを構築するときは，エディタな

どを使って html を作成し，FTP などのソフトウェアで web サーバにアップロードし

なければならない．しかし多人数でサイトを構築する場合や，ページ数が増えたり

ユーザ認証などを多用する場合，HTML や FTP だけで構築するとサイトが煩雑にな

ってしまう．そこでコンテンツやレイアウト情報を一元管理するソフトウェアを導

入して，サイト構築や更新をもっと簡単にしようという目的で CMS が利用される

ようになった． 

通

 
               図－3－2 

4.1 pukiwiki のテキストルール 
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pukiwiki のテキストルールは大きく分けて 2 種類ある．行の先頭に*や－などを置い

てその行全体を指定する「ブロック要素」，文中で指定できる「インライン要素」で

ある．最も基本的なテキストルールを図－3－3 に示した． 

 
 

 
               図－3－3 

 

 

3.4.2 様々なプラグイン 
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pukiwiki の特徴でもあるプラグインとは機能を拡張する小さなプログラムのこ

と

必ずシャープ（♯）で始まります．ここで図－標

準

プラグインによっては入れ子にすることもで

理したい場合に使用する． 

である．pukiwiki では 80 種類のプラグインが標準添付されている．これを自分

のサイトに追加することで様々な機能を増やすことができる．その結果 pukiwiki

は，html や cgi を使わずに，高度な機能を持ったサイトを構築することができる．

プラグインは大きく分けて３種類に分けることができる． 

 ブロック型プラグイン 

1 行に１つしか設置できず，

添付されているプラグインを載せる．ブロック型は，必ず前後で改行されるの

で，段落の中に含めることはできない．HTML を動的に変化させたい場合に適し

ています．（もちろん静的な使用も可能である）． 

 インライン型プラグイン 

 1 行に複数設置することができ，

きます．アンド（＆）で始まり，セミコロン（；）で終わりである．通常，前後

に改行は入らないので，段落内で使うことができる．どちらかというと書式の変

更など，文書の静的な変化を付けたい場合に適している． 

 コマンド型プラグイン（アクションプラグイン） 

URL を指定したり，フォームからの送信を受け取って処

これらのプラグインの基本的なものを図－3－4 に示した． 
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          図－3－4 プラグイン 
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土木用語データベースの作成過程 
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4.1 データベースの作成  

本研究で作成したデータベースのサイト名を wiki 土木用語辞典とした．そして作成

過程をを図－3－1 に示し解説していく． 

              図－4－1 

4.2 土木用語辞典の用語整理 

土木学会より研究用として土木用語辞典 22800 語の excel データを受け取っている

のでこのデータ整理を行ないデータベースを作成する．まず pukiwiki のテキストル

ールに整合させるため excel データを加工する．それを pukiwiki 編集ページに入力

することで php プログラムを生成し整理されたデータベースを構築した．本研究は

日本語のみの土木用語辞典であるので 50 音順に閲覧単位毎のページを作成した．  
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4.2.1excel データ加工 

excel データを pukiwiki テキストルールに整合させる．図 4－1 に示すようなルー

ルに excel データを加工した．図－4－2 参照 

 

図－4－2 

このように加工したデータを作ることで一括してサイト上で土木用語の整理を行な

うことができる． 

 

4.2.2 php プログラム生成 

図 3－2－1 で excel データを加工した．次にこのデータを pukiwiki 編集ページに入

力し php プログラムを生成する．そしてこのプログラムが web サーバから配信され

サイトが構築される．詳しい作成までの流れは図－4－1 を参照してほしい． 
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              図－4－3 

4.2.3 データベース作成 

データベース作成のため図 4-2，図 4-3 の作業を閲覧ページ毎に作成していく．本

研究では 50 音順にページを作成したのでサイト図 4-4 が出来上がった． 

             図－4-4 完成サイト 
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4.3 閲覧，編集認証設定  

閲覧認証設定 

土木用語辞典のデータは研究用として借りているため，一 般公開はできない．

そのためネット上にホームページを設置しても閲覧を禁止する必要がある．閲

覧認証設定ではユーザ ID とパスワードを入力しないとページ自体を閲覧でき

ないように設定するものである． 

編集認証設定では閲覧認証設定と同様にパスワードを入力しないとページを

編集できないように設定するものである． 

 
            図－4－5 閲覧認証設定 

ユーザ名 パスワード

閲覧認証設定 

編集認証設定 

 
           図－4－6 認証設定phpプログラム 
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第 4 章 

 

4.4 閲覧用データベースと更新用データベース 

ページ上の用語が書き換えられ不適切な解説や間違いが投稿される可能性は十分に

あると考えられる．そこで編集認証設定を利用し編集可能なデータベースと不可能

なデータベースを 2 つ構築した．これにより更新されたデータベースに疑問を感じ

た場合閲覧用データベースを使いより精度の高い情報を得ることができる． 

 

 

        図－4－7 閲覧用データベースと更新用データベース 
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第 4 章 

 

4.5 用語の投稿や質問用の機能 

これは元来メーリングリストの代用として情報を共有する目的でしろくろ氏に

より作られたプラグインである．このプラグインは定義名，form，list，page の 4

つの設定ページで管理している．この 4 つのページを操作することで項目数，フ

ォームの範囲，文字の大きさなど様々なカスタマイズがきるようになっている．

この用語出力フォームは新しい用語や説明の記載がない用語について投稿するた

め作成し定義名を「新しい用語」と決めた．図 4-8 にこのプラグインの生成につ

いて載せている．  
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第 4 章 

 

 

 

図 4-8 用語の投稿や質問用の機能 
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5 章 

土木用語データベースのビジネスモデル 
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第 5 章 

5.1 土木用語データベースのビジネスモデル 
今回この研究で構築した土木用語データベースサイトを用いていくつかビジネスモ

デルの作成を試みた． 

研究目的には整理された土木用語をインターネット上に公開していくことは，学生

の研究支援や学習の第一段階として有用であり，また一般の人々に土木用語を認知

させる一つの手段とも考えられる(図－5-1 参照)． 

この目的を具体案として作成する． 

具体案 

 学科内で本サイトを公開し使用してもらう． 

 学習の第一段階として建設情報マネジメントの授業を使い学生に用語の投稿を

行なう． 

 企業や大学と提携し投稿すると報酬のもらえるベルマークのような精度を使い

本サイトの普及活動を図る． 

 

               図－5-1 ビジネスモデル 
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6 章 

結論及び今後の展望 
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第 6 章 

6.1 結論及び今後の展望 

wiki 土木用語辞典をネット上に設置することに成功した．データ整理により利

便性，閲覧性が向上した．認証設定を強化することで著作権を保ち閲覧用データ

ベースの作成にも成功した．用語出力フォームを用いた投稿，編集についても学

生に操作してもらったところ正常に動作していることが確認できた．ホームペー

ジアドレス：http://balius0417.la.coocan.jp/ 

今後の課題を列挙する． 

１） 説明が記載されていない用語について調べページを充実させるため学生等

に記載されていない用語等について投稿してもらうことでデータを充実させる． 

２） 50 音順毎でなく用語毎のページを作成することで，既にあるページ名と同じ

単語が文中に現れると，自動でリンクが張られる Autolink 機能を持たせ検索性

及び閲覧性を向上させる． 
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wiki を用いた土木用語データベースの作成 

0417112 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

１．はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙から電子へ情報伝達媒

体は移行してきている．さらにインターネットの普及，高

度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．

そして土木のような広範囲な部門の場合は，その範囲の決

め方によっては極端に言えば限りなく用語数が増加する．

加えて，今日のような情報氾濫の時代，次々と新語，外来

語が出現し紙媒体での用語辞典編集は困難を極めている．

このようなことから整理された土木用語をインターネッ

ト上に公開していくことは，学生の研究支援や学習の第一

段階として有用であり，また一般の人々に土木用語を認知

させる一つの手段とも考えられる．さらに，世の中に散乱

した土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で

必要とされている．そこで本研究では，近年その利便性か

ら活用が進んでいるwikiというソフトを用いて，インター

ネット上で閲覧，編集等が可能な土木用語データベースの

構築を試みた1)． 

２．研究内容 
wiki と呼ばれるソフトウェア群は，通常，誰でも，イ

ンターネット上のどこからでも，文書の書き換えができる

ようになっている．この機能は情報が常に更新されていく

ことにより情報の老朽化を防ぐというメリットがある．現

在wikiを使ったサイトで最も有名なのはwikipediaである．

一言にwikiといってもmediawiki,，fleestylewiki,，pukiwiki
など様々な種類がある．これらを比較検討した結果，扱い

やすい，多様な機能を持っている，作成者が日本人のため

日本語による説明があるなどの理由により pukiwiki を使

用することした． 
３．土木用語データベースの作成 
 本研究で作成したデータベースのサイト名を wiki 土木

用語辞典とした．作成過程を図－1に示す． 
 土木用語辞典のデータ整理 
土木学会より研究用として入手した土木用語辞典

22800語の excel データを pukiwiki のテキストルールに整

合するよう加工した．それを pukiwiki 編集ページに入力

し，これを用いて編集ページ用のphpプログラムを生成し

た．本研究は日本語のみの土木用語辞典であることから

50音順に閲覧単位毎のページを作成した．  
 編集，閲覧認証設定 
編集，閲覧認証設定はユーザIDとパスワードを入力し

ないとページ自体を編集，閲覧できないように設定するも

のである３)．本サイトは研究用であり一般公開が禁じられ

ているので特定の人間にのみ閲覧できるように設定した． 

 閲覧用データベースと更新用データベース 
ページ上の用語が書き換えられ不適切な解説や間違い

が投稿される可能性がある．そこで，編集認証設定を利用

し編集可能なデータベースと不可能なデータベースを構

築した．これによりオリジナルの用語の情報を保持しつつ，

ユーザにより更新された用語集も扱うことができる．  
 用語出力フォームを用いた投稿，編集 
メーリングリストの代用として情報を共有する目的

でしろくろ氏により作られたphpプログラムを用いて

新しい用語を出力する機能を付加した．このプログラ

ムは図－２に示す定義名，form，list，pageの 4 つの設

定ページで管理しており，これを操作することで項目

数，フォームの範囲，文字の大きさなど様々なカスタ

マイズがきるようになっている．このプログラムで生

成される用語出力フォームを用いることで，新しい用

語や説明の記載がない用語に関する情報を投稿するこ

とが可能となる2)． 
 レイアウト 

最後に背景を i-orange というレイアウトに変更した．

図－３に完成した wiki 土木用語辞典の閲覧画面の例を

示す． 

４．結論及び今後の展望 
wiki 土木用語辞典をネット上に設置することに成功

した．データ整理により利便性，閲覧性が向上した．

認証設定を強化することで著作権を保ち閲覧用データ

ベースの作成にも成功した．用語出力フォームを用い

た投稿，編集についても学生に操作してもらったとこ

ろ正常に動作していることが確認できた．ホームペー

ジアドレス：http://balius0417.la.coocan.jp/ 
今後の課題を列挙する． 

１） 説明が記載されていない用語について調べページを

充実させるため学生等に記載されていない用語等に

ついて投稿してもらうことでデータを充実させる． 

２） 50音順毎でなく用語毎のページを作成することで，

既にあるページ名と同じ単語が文中に現れると，自

動でリンクが張られるAutolink機能を持たせ検索性

及び閲覧性を向上させる．  

【参考文献】 

1)土木学会 土木情報共有技術小委員会：ウィキペディ

ア土木用語の体系・制度・土木用語辞典との比較，

2006.10.  

2)天野龍司，増井雄一郎，大河原哲：翔泳社，pukiwiki
入門，pp177－180，2006.4. 
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図－1全体の概要図 

図－2 用語出力フォーム  

図－3 閲覧画面 
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1

wikiを用いた土木用語データ

ベースの作成

建設情報マネジメント研究室

学籍番号 0417112
学生氏名 渡邊 悠

１．はじめに

• 紙から電子へ情報伝達媒体は移行してきて
いる．

• 多くの新語，外来語が出現し紙媒体での用語
辞典編集は困難を極めている．

• 整理された土木用語をインターネット上に公
開していくことは，必要とされている．

2

２．研究内容
• 近年その利便性から活用が進んでいるwikiとい

うソフトを用いて，インターネット上で閲覧，編集
等が可能な土木用語データベースの構築を試
みた ．

wikiと呼ばれるソフトウェア群では，通常，誰でも，インター

ネット上のどこからでも，文書の書き換えができるようになっ
ている．この機能は情報が常に更新されていくことにより情
報の老朽化を防ぐというメリットがある．

wikiについて

3

•扱いやすい．
•いろいろな機能を持っている．
•作成者が日本人のため日本語による説明がある．

研究に使用するwiki
一言にwikiといってもmediawiki,，fleestylewiki,pukiwiki
など様々な種類がある．
そして研究に使用するwikiを比較検討した結果

などの理由によりpukiwikiを使用することに決めた．
作成したデータベースのサイト名：wiki土木用語辞典

4

Excelデータ22800語

(土木用語辞典収容全用語）

Excelデータ加工

Pukiwikiテキストルールに整合させる．

Pukiwiki編集ページに入力

phpプログラム（編集ページ毎）

編
集
不
可

編集可

閲覧用

データベース

更新用

データベース

４つの設定ページ作成

用語 解説

アーク切断工法

アークホーン

アーク溶接

アーケード

母材と電極と、、

送電用鉄塔、、

陽極と、、、

日よけや、、

＊＊アーク切断工法

＊＊アークホーン

＊＊アーク溶接

＊＊アーケード

母材と電極との間にアークを発生させ

送電用鉄塔に使われている架線金具の一

陽極と陰極の電極の間に空中放電させる

閲覧単位毎の編集ページ 新しい用語
新しい用語/form 
新しい用語/list 
新しい用語/page

Webサーバ

プ
ロ
グ
ラ
ム
生
成

フリーウェア（tracker.

php)による用語出力の

ためのフォーム生成

土木用語辞典収容全用語

土木用語辞典収容全用語
＋

追加用語集

３．土木用語データベースの作成

5

用語出力フォームを
用いた投稿，編集

土木用語辞典のデータ整理

1.土木用語辞典22800語
のexcelデータをpukiwiki
のテキストルールに整合
するよう加工した．

6
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2

pukiwiki編集ページ

PHPプログラム

2．pukiwiki編集ページに入力
し，これを用いてphpプログ

ラムを生成した．

• 本研究は日語のみの土木
用語辞典であることから50
音順に閲覧単位毎のペー

ジを作成した．

日本語のみの土木用語辞
典であることから50音順に

閲覧単位毎のページを作
成した．

３．完成したページ

編集，閲覧認証設定

• 編集，閲覧認証設定はユーザIDとパスワード

を入力しないとページ自体を編集，閲覧でき
ないように設定するもの．

• 本サイトは研究用であり一般公開が禁じられ
ているので特定の人間にのみ閲覧できるよう
に設定した．

9

ユーザ名 パスワード

閲覧認証設定

編集認証設定

閲覧用データベースと
更新用データベース

• ページ上の用語が書き換えられ不適切な解
説や間違いが投稿される可能性がある．

• そこで，編集認証設定を利用し編集可能な
データベースと不可能なデータベースを構築
した．

11

この結果

オリジナルの用語の情報を保持しつつ，ユーザ
により更新された用語集も扱うことができる
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3

用語出力フォームを用いた投稿，編集

情報を共有する目的で作られたphpプログラムを用いて新しい

用語を出力する機能を付加した．

このプログラムは定義名，form，list，Pageの4つ
の設定ページで管理している．これを操作することで
項目数，フォームの範囲，文字の大きさなど様々な
カスタマイズがきる．

ページ名：新しい用語

このプログラムで生成される用語出力フォームを用いる
ことで，新しい用語や説明の記載がない用語に関する
情報を投稿することが可能となる．

14

６．研究結果

• wiki土木用語辞典をネット上に設置することに成功
した．

• データ整理により利便性，閲覧性が向上した．

• 認証設定を強化することで著作権を保ち閲覧用
データベースの作成にも成功した．

• 用語出力フォームを用いた投稿，編集についても学
生に操作してもらったところ正常に動作していること
が確認できた．

ホームページアドレス

http://balius0417.la.coocan.jp/

15

7,今後の展望

• 説明が記載されていない用語について調
べページを充実させるため学生等に記載
されていない用語等について投稿してもら
うことでデータを充実させる．

• 50音順毎でなく用語毎のページを作成す
ることで，既にあるページ名と同じ単語が
文中に現れると，自動でリンクが張られる
Autolink機能を持たせ検索性及び閲覧性
を向上させる．

16
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平成 19 年度第 2回中間発表                             平成 19 年 8月 1日 

ウィキペディアによる土木用語辞典作成計画 

学生氏名 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

吉田郁政 

１，はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情報から電子化された情報へ移行してきている．さらにインターネットの普及，

高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．このような中，世界中で多く使われている多言語用語辞典ウ

ィキペディアに注目してみると土木用語大辞典に掲載されている見出し語 22800 語に対しウィキペディアでの検索数は

2000 語足らずとあまりに少ない．そのためインターネット上で新たなウィキプロジェクトであるウィキ土木用語を作成す

ることをこれからの研究課題とする． 

２，ウィキペディアについて 

 ウィキペディアは非営利団体ウィキメディア財団によって運営されている．ウィキペディア以外にもいくつかのウィキ

プロジェクト（ウィクショナリー，ウィキトラベルなど）がある．特徴としては誰でも記事を投稿したり編集したりする

ことが出来る，200語を越す言語で作成されている． 

さらにウィキペディアには三大機能といわれる１）検証可能性２）中立的な観点３）独自の調査の排除が存在する． 

１） 検証可能性 

検証可能であることがデータの質を決定するという概念で，データについて「真実かどうか」ではなく「検索可能かどう

か」によりデータの質をさだめている．このため 

① 記事には，信頼できる情報源が公表，出版している題材だけを書く． 

② 出典が明示されていない記事は，だれでも取り除くことができる． 

③ 良い記事を執筆するため，広く信頼されている発行元からすでに公開されている事実，学説，見解，などについての

み言及し，品質の高い資料を目指すものとする． 

２） 中立的な観点 

全ての記事は特定の観点に偏らずあらゆる視点からの描写を平等に扱い，中立的な観点に沿ってかかなければならない．

このため意見や事実について，それを支持する者と批判する者とが共に合意できるように記述することを目指すものとす

る． 

３） 独自の調査の排除 

ウィキペディア編集者がウィキペディアに投稿した情報のうち，未だ信頼のおける媒体において出版されたことがないも

のを指す言葉にオリジナルサーチというウィキペディア用語がある．例えば未発表の理論，データやオリジナルのアイデ

アや用語などはオリジナルソースといえる．これらのオリジナルサーチは良いもの，悪いものに関わらず排除していく．

この目的は持論や自分たちへの注意を引きたいだけの者を排除するためのものである． 

３，土木用語大辞典について 

土木工学の基本的な用語から専門性の高い用語まで，22800語を収録している．総数259名からなる編集委員会を組織して

編集にあたった標準用語辞典．1999年 2月刊行．編集委員会により部門別に分けられた27の編集小委員会が，執筆者の選

定や執筆依頼，解説原稿の校閲，対訳英語の原案作成等を実施した．小委員会の設置は土木工学の領域の広大さに留意し

ての措置で，「土木工学ハンドブック（第 4 版）」の編集，構成，「学術用語集土木工学編（増訂版）」の部門構成に基

づいて部門分けされた．最新の情報，生きた用語が盛り込まれることを最優先に考え，第一線で活躍する研究者，技術者

によって選択，編集された．用語解説には（１）定義，（２）補足説明（３）来歴，理屈，効用を三要素とし正確，適切

な定義付けをしていった． 

（１） 定義；用語の概念規定 

（２） 補足説明；概念をより説明的に，わかりやすく解説．同義語や対語なども示す． 

（３） 来歴，理屈，効用；必要に応じて，歴史，原理やメカニズムのやや詳しい解説，応用法や事例，海外事情の紹介，

周辺領域への言及などを行う． 
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６，今後の研究計画 

用のサーバと必要なソフトウェアが提供される予定なのでまずサーバの管理，運営またウィキペ

ように報酬をもらえる制度． 

，広告および積極利用現場での専門用語を盛り込む． 

報共有技術小委員会 土木用語分科会資料 ウィキペディア土木用語の体系，制度，土木用語辞典との比較 

情報利用技術シンポジウム」 研究資料 土木大辞典をウィキペディアで実現するとしたら 2006．10 

4，PHPプログラム 

ウィキぺディアを構築する上で使われているプログラムの名称．全てのウィキプロジェクトはこのプログラムによって動

いている．セットアップ済みのページをユーザーごとに作成・利用できるサービスであり普通の辞典と違い常に更新され

る． 

掲示板やショッピングカートなどのように，訪問者の入力したデータに応じて，表示を変更したい場合には， PHP を利用

しなければならない．つまりサイトに来た人が情報を書き込んだときに，そういったデータを整形してページに反映した

り，検索したりできるものがPHPである． 

５，実際のプログラム 

今回はURLを使いプログラムへの引数を渡す方法を使う．GET方式（GETメソッドとも言う）と呼ばれているやり方で，

検索エンジンでキーワードを指定するときなどによく使われているやり方である． 

今回は試験のテストについての評価を行なった．（図―１を参照） 

例  

http://localhost/uranai.php?tennsuu=40 

 
図－１ 

土木学会により用語公開

ディアのプログラミング（PHP）について基礎知識を学びその後企業の方と共同研究を進めていく． 

７，今後の展望 

 ベルマークの

 大学の授業で実際投稿，編集を行う． 

 学校や企業によるウィキペディアの宣伝

 土木用語の英語訳を付ける． 

【参考文献】 

土木学会 土木情

2006．10 

「第31回
ウィキペディアホームページ ウィキメディア財団 http://ja.wikipedia.org/wiki/ 2007．5 
PHP基礎講座 PHPBIZ  http://www.phppro.jp/school/ 2007．5 
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ウィキペディアによる土
木用語辞典作成計画

学生氏名 渡邊 悠

指導教員 皆川 勝

吉田 郁政

１研究背景

２研究目的

３用語説明

４今回の学習

５今後の研究計画

６今後の展望

１研究背景

最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情
報から電子化された情報へ移行してきている．

インターネットの普及，高度化に伴い様々な
情報が簡単に検索できるようになった．

今回は土木大辞典の情報について電子化を
進めていく。

2研究目的

世界中で使われている多言語用語辞典ウィ
キペディア日本語版の項目数はすでに20万
件を超えている。

土木、建築に関する用語は1000件たらず.

しかし

土木用語大辞典に収録されている用語は約2
万2千語.この格差をどのように埋めていく
か！？

３ウィキペディアについて
ウィキペディアは非営利団体ウィキメディア財団によっ
て運営されている。ウィキペディア以外にもいくつかの
ウィキプロジェクト（ウィクショナリー、ウィキトラベルな
ど）がある。特徴としては誰でも記事を投稿したり編集し
たりすることが出来る、200語を越す言語で作成されて
いる。
ウィクショナリー ・・・様々な辞書を作るプロジェクト。

約9911語の語句が収録されている。
ウィキトラベル ・・・・様々な観光、旅行に対する記事や

情報について掲載されている。

ウィキペディアの三大機能

①検証可能性

データについて「真実かどうか」ではなく「検索可能
かどうか」によりデータの質を定めている。

②中立的な観点

意見や事実について、それを支持する者と批判す
る者とが共に合意できるように記述する 。

③独自の調査の排除

持論や自分たちへの注意を引きたいだけのネタ荒
らしを排除するため 。

３土木用語大辞典について

土木工学の基本的な用語から専門性の高い
用語まで、22800語を収録している。最新の
情報、生きた用語が盛り込まれることを最優
先に考え、第一線で活躍する研究者、技術者
によって選択、編集された。用語解説には
（１）定義、（２）補足説明（３）来歴、理屈、効
果を三要素とし正確、適切な定義付けをして
いった。
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３PHPプログラム

ウィキペディアを構築しているオープンソースの
PHPプログラム。セットアップ済みのページをユー
ザーごとに作成・利用できるサービスであり普通の
辞典と違い常に更新される。
掲示板やショッピングカートなどのように、訪問者の
入力したデータに応じて、表示を変更したい場合に
は、 PHP を利用しなければならない。つまりサイト
に来た人が情報を書き込んだときに、そういった
データを整形してページに反映したり、検索したりで
きるものがＰＨＰである。

実際ウィキペディアのホームページの初歩に使
われているPHPプログラムを作成してみた。

今回はURLを使いプログラムへの引数を渡す
方法を使う。ＧＥＴ方式（ＧＥＴメソッドと
も言う）と呼ばれているやり方で、検索エン
ジンでキーワードを指定するときなどによく
使われているやり方である。

例

http://localhost/uranai.php?tennsuu=50

４今回の学習；実際のプログラム

ホームページのアドレス GET方式

テストの点数についての評価
GETは特別な変数で、今回の例の場合だと、
tennsuu=40では，〔tennsuu〕の中に〔40〕が入

力されると言う事．

is numeric関数は、引数が数字かどうかを調べ

るための関数。

if ($_GET[“age”] >= 100 || $_GET["age"] <10) 
もし点数が１００点以上または１０点以下の場合

elseif ($_GET[“age”] >=８０ ) 
その他の場合で８０点以上の場合

５今後の研究計画

土木学会により用語公開用のサーバと必要
なソフトウェアが提供される予定なのでまず
サーバの管理、運営またウィキペディアのプ
ログラミング（PHP）について基礎知識を学び
その後企業の方と共同研究を進めていく。

６今後の展望

ベルマークのように報酬をもらえる制度。

大学の授業で実際投稿、編集を行う。

学校や企業によるウィキペディアの宣伝、広告。

積極利用現場での専門用語を盛り込む。

土木用語の英語訳を付ける。
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参考文献

土木学会 土木情報共有技術小委員会 土木用語
分科会資料 ウィキペディア土木用語の体系，制度，
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40



平成 19 年度第 2回中間発表                             平成 19 年 8月 1日 

Wiki を使った土木用語データベース化計画 

学生氏名 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

吉田郁政 

１，はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情報から電子化された情報へ移行してきている．さらにインターネットの普及，

高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．このような情報の移行に伴いインターネット上に整理された

土木用語を公開していくことは学生の研究，支援や学習の第一段階として広く使うことができ一般の人々に土木用語を認

知させる一つの手段である．さらに世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で必要とされて

いる．（建設情報データベース化の研究など） 

２，研究内容 
 本研究ではWikiという誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトを使いネット上に土木用語辞典を作成していく．Wikiを
使ったホームページではWikipediaが現在最も有名である．このソフトを使う利点は，情報が常に更新されていくことにより

情報の老朽化を防ぐことである． 
今回試験的に土木用語辞典のデータをホームページ上に載せることまでを行なった．まだ様々な問題がのこっているがこの

ページの作成過程を詳しく説明していく． 

１）  Wikiについて 

   Wiki とは誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトであり全てがＰＨＰによってプログラムされ様々な種類のもの

がある．これらを総称してウィキクロ―ンと呼ぶ． 

ウィキクローン 概要 

Mediawiki MediaWikiは，ウィキペディアの為にMagnus Manskeによっ

て作成された．PHPで書かれており，データベースとして

MySQLまたはPostgreSQLを使用する． 

Yukiwiki 結城浩がMediaWikiの仕様を参考に作ったウィキクローン

の一つである．動作が簡単で扱いやすいが最低限の機能し

かないため大量のデータを扱う場合には向いていない． 

Pukiwiki（今回使用するWiki） yu-jiが結城浩のYukiWikiをPHPに移植することで開発した．

YukiWikiにはないプラグインなどの機能を有し機能拡張を図

っている． 

     表－１ 

２） 研究に使用した Wiki（Pukiwiki）について 

今回様々なWikiを比較検討した結果扱いやすい，いろいろな機能を持っている，日本語による説明があるなどの理

由によりPukiwikiを使いホームページを作成することに決めた．  
Pukiwiki は日本人の作ったフリーソフトのウィキクローンであるため多くの個人サイトで使われておりネット上や

書籍で詳しく解説されているので理解しやすい．さらにプラグイン（検索エンジンなど）により新たな機能が追加

できるようになっている．このことにより自分のほしい機能などをリクエストすれば新たなプラグインを開発して

もらえる．実際多くのプラグインが開発されており，全てフリーで提供されている． 
３） 実際のホームページ作成について 

すでに土木学会により研究用として土木用語辞典の用語を土木学会からデータとして受け取っているので実際ネット

上で簡易的な土木用語辞典を作成した． 

 ホームページ設置までの流れ 

Pukiwikiダウンロード
サーバの準備

Pukiwikiの設定
（管理パスなど）

ファイルのアップロード
（FTPサーバにより）

 

 

図－１ 
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 ホームページ設置後の変更点 

  閲覧認証設定 
  土木用語辞典のデータは研究用として借りているため，一  

般公開はできない．そのためネット上にホームページを設    

置しても閲覧を禁止する必要がある．閲覧認証設定ではユ 
ーザ IDとパスワードを入力しないとページ自体を閲覧で   
きないように設定するものである．その他にも編集認証設 

定や検索認証設定といったものもある． 
 

 

                                   図－２ 

レイアウト 

レイアウトを変える目的はサイトの使いやすさや他のサイトとの差別化などである。Pukiwiki特有の機能であるプ 

ラグインには機能拡張についてだけでなくレイアウトの変更に関する物も多くある．そこで今回デフォルトのレ 

イアウトを i-orangeというレイアウトに変更した． 

       デフォルト                        i-orange 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

          図－３                           図－４ 

３，研究結果 
一応Wiki土木用語辞典としてネット上に設置することに成功した．しかし今は用語をそのまま貼り付けたに過ぎず大量の情

報（土木用語辞典のデータ）を整理しデータベース化するにはまだ至っていない．さらに本研究をどのように発展させてい

くかまだ見えていないのが現状である． 

４，今後の展望 
 データベース化のためCVSやMYSQLといったPHPに対応したデータベースソフトについて調査を進める． 
 ページがある程度完成したら実験的に学内の授業などで実際使用してもらい，学生や教授の意見を聞く． 

【参考文献】 

土木学会 土木情報共有技術小委員会 土木用語分科会資料 ウィキペディア土木用語の体系，制度，土木用語辞典との比較 

2006．10 

「第31回情報利用技術シンポジウム」 研究資料 土木大辞典をウィキペディアで実現するとしたら 2006．10 

ウィキペディアホームページ ウィキメディア財団 http://ja.wikipedia.org/wiki/ 2007．8 
PHP基礎講座 PHPBIZ  http://www.phppro.jp/school/ 2007．8 
Pukiwiki入門 天野龍司 増井雄一郎 大河原哲 2006. 4 

JCCS Wiki TOPページ 財団法人日本建設情報総合センター(JACIC) 東京大学空間情報科学研究センター(CSIS)  
http://jccswiki.csis.u-tokyo.ac.jp/jccswiki/ 2007．8 
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１、はじめに
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Risk management based on the integration of transportation network and input-output models 4
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情報の電子化

• 建設物情報や道路交通に関するデータベース化は数多く行われてい
るが土木用語に関するものは最近研究が始まったものである。

• 土木用語のデータベース化は今様々な研究で必要とされている。

•情報の電子化に伴い土木分野の情報も様々な形で電子化して
きている。

•世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々
な研究で必要とされている．
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Risk management based on the integration of transportation network and input-output models 5

2005.12.19

本研究の必要性

• 分類、体系化をインターネット上で公開することにより学生の研究，支援や学習
の第一段階として広く使うことができ一般の人々に土木用語を認知させる一つの

手段である．

•このように土木用語を普及させる意味合いでもデータベース化は必要とされている。

従来のウェブ 体系化されたウェブ

分類整理された効率
的な検索の活用例
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２、研究内容
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Risk management based on the integration of transportation network and input-output models 7

2005.12.19

Wikiについて

• 今回インターネット上に土木用語辞典を作成公開するにあたりwiki
というソフトを使う。

Wikiを使う利点

•Wikipediaの存在によりどんなページか理解しやすい。

•ページの投稿、編集を個人単位で行なえる。

•情報が常に更新されていくことにより情報の老朽化を防ぐこ
とである．

•Wikiは単にページを作成するだけでなく、作成したページを

ある一定の法則に従って自動的に整理することを念頭に置
いたシステムである。
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2005.12.19

Wikiクローン

ウィキクローン 概要

Mediawiki • MediaWikiは，ウィキペディアの為に
Magnus Manskeによって作成された．PHP
で書かれており，データベースとして
MySQLまたはPostgreSQLを使用する．

Yukiwiki • 結城浩がMediaWikiの仕様を参考に作った

ウィキクローンの一つである．動作が簡単
で扱いやすいが最低限の機能しかないため
大量のデータを扱う場合には向いていない．

Pukiwiki（今回使用する
Wiki）

• yu-jiが結城浩のYukiWikiをPHPに移植する
ことで開発した．YukiWikiにはないプラグ

インなどの機能を有し機能拡張を図ってい
る．

•Wikiとは誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトであり全てがＰＨＰによってプログ
ラムされ様々な種類のものがある．これらを総称してウィキクロ―ンと呼ぶ．
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2005.12.19

研究に使用したWiki（Pukiwiki）について

• Wikiクローンを比較検討した結果。

• 扱いやすい，＝操作が直感的なものが多い。

• いろいろな機能を持っている，＝プラグイン機能により思いつく

操作ほとんど可能。

• 日本語による説明＝作成者が日本人なのでページを作成してい

る人や説明が全て日本語である

によりPukiwikiを使いホームページを作成することに決めた．
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2005.12.19

実際のホームページ作成について

• ホームページ設置までの流れ

• ホームページ設置後の変更点

• 閲覧認証設定

閲覧認証設定ではユーザIDとパスワードを入力しないとページ自
体を閲覧できないように設定するもの。その他にも編集認証設定
や検索認証設定といったものもある．

• レイアウト

• レイアウトを変える目的はサイトの使いやすさや他のサイトとの差
別化などである。

Pukiwikiダウンロード
サーバの準備

Pukiwikiの設定
（管理パスなど）

ファイルのアップロード
（FTPサーバにより）
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３、研究結果
４、今後の展望
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３、研究結果

• 一応Wiki土木用語辞典としてネット上に設置することに成功した．
しかし今は用語をそのまま貼り付けたに過ぎず大量の情報（土木
用語辞典のデータ）を整理しデータベース化するにはまだ至ってい
ない．さらに本研究をどのように発展させていくかまだ見えていな
いのが現状である．

• ４，今後の展望
データベース化のためCVSやMYSQLといったPHPに対応したデータ

ベースソフトについて調査を進める．
ページがある程度完成したら実験的に学内の授業などで実際使用し
てもらい，学生や教授の意見を聞く．
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Wiki を使った土木用語データベース化計画 

学生氏名 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

吉田郁政 

１，はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情報から電子化された情報へ移行してきている．さらにインターネットの普及，

高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．このような情報の移行に伴いインターネット上に整理された

土木用語を公開していくことは学生の研究，支援や学習の第一段階として広く使うことができ一般の人々に土木用語を認

知させる一つの手段である．さらに世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で必要とされて

いる．（建設情報データベース化の研究など） 

２，研究内容 
 本研究ではWikiという誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトを使いネット上に土木用語辞典を作成していく．Wikiを
使ったホームページではWikipediaが現在最も有名である．このソフトを使う利点は，情報が常に更新されていくことにより

情報の老朽化を防ぐことである． 
今回試験的に土木用語辞典のデータをホームページ上に載せることまでを行なった．まだ様々な問題がのこっているがこの

ページの作成過程を詳しく説明していく． 

１）  Wikiについて 

   Wiki とは誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトであり全てがＰＨＰによってプログラムされ様々な種類のもの

がある．これらを総称してウィキクロ―ンと呼ぶ． 

ウィキクローン 概要 

Mediawiki MediaWikiは，ウィキペディアの為にMagnus Manskeによっ

て作成された．PHPで書かれており，データベースとして

MySQLまたはPostgreSQLを使用する． 

Yukiwiki 結城浩がMediaWikiの仕様を参考に作ったウィキクローン

の一つである．動作が簡単で扱いやすいが最低限の機能し

かないため大量のデータを扱う場合には向いていない． 

Pukiwiki（今回使用するWiki） yu-jiが結城浩のYukiWikiをPHPに移植することで開発した．

YukiWikiにはないプラグインなどの機能を有し機能拡張を図

っている． 

     表－１ 

２） 研究に使用した Wiki（Pukiwiki）について 

今回様々なWikiを比較検討した結果扱いやすい，いろいろな機能を持っている，日本語による説明があるなどの理

由によりPukiwikiを使いホームページを作成することに決めた．  
Pukiwiki は日本人の作ったフリーソフトのウィキクローンであるため多くの個人サイトで使われておりネット上や

書籍で詳しく解説されているので理解しやすい．さらにプラグイン（検索エンジンなど）により新たな機能が追加

できるようになっている．このことにより自分のほしい機能などをリクエストすれば新たなプラグインを開発して

もらえる．実際多くのプラグインが開発されており，全てフリーで提供されている． 
３） 実際のホームページ作成について 

すでに土木学会により研究用として土木用語辞典の用語を土木学会からデータとして受け取っているので実際ネット

上で簡易的な土木用語辞典を作成した． 

 今回の改良点 
今までは用語をそのまま貼り付けたに過ぎず大量の情報（土木用語辞典のデータ）を整理しデータベース化するにはまだ

至っていない。そのため用語をより閲覧しやすくするためプラグインを使い辞書を整理した。 
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前回まで 

図－１ 

現在 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        図－2                           図－3  
３，研究結果 
今回はWiki土木用語辞典としてネット上に設置することに成功した．さらに今は用語をそのまま貼り付けただけでなくより

閲覧しやすい工夫をこらした。これからは22,000語という大量の用語を掲載していく単純作業が多くなっていくが諦めずが

んばっていきたい． 

４，今後の展望 
 データベース化のためCVSやMYSQLといったPHPに対応したデータベースソフトについて調査を進める． 
 ページがある程度完成したら実験的に学内の授業などで実際使用してもらい，学生や教授の意見を聞く． 
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１、はじめに
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情報の電子化

• 建設物情報や道路交通に関するデータベース化は数多く行われてい
るが土木用語に関するものは最近研究が始まったものである。

• 土木用語のデータベース化は今様々な研究で必要とされている。

•情報の電子化に伴い土木分野の情報も様々な形で電子化して
きている。

•世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々
な研究で必要とされている．
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２、研究内容
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Wikiについて

• 今回インターネット上に土木用語辞典を作成公開するにあたりwiki
というソフトを使う。

Wikiを使う利点

•Wikipediaの存在によりどんなページか理解しやすい。

•ページの投稿、編集を個人単位で行なえる。

•情報が常に更新されていくことにより情報の老朽化を防ぐこ
とである．

•Wikiは単にページを作成するだけでなく、作成したページを

ある一定の法則に従って自動的に整理することを念頭に置
いたシステムである。
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Wikiクローン

ウィキクローン 概要

Mediawiki • MediaWikiは，ウィキペディアの為に
Magnus Manskeによって作成された．PHP
で書かれており，データベースとして
MySQLまたはPostgreSQLを使用する．

Yukiwiki • 結城浩がMediaWikiの仕様を参考に作った

ウィキクローンの一つである．動作が簡単
で扱いやすいが最低限の機能しかないため
大量のデータを扱う場合には向いていない．

Pukiwiki（今回使用する
Wiki）

• yu-jiが結城浩のYukiWikiをPHPに移植する
ことで開発した．YukiWikiにはないプラグ

インなどの機能を有し機能拡張を図ってい
る．

•Wikiとは誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトであり全てがＰＨＰによってプログ
ラムされ様々な種類のものがある．これらを総称してウィキクロ―ンと呼ぶ．
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辞書の整理について

• 前回までは用語をそのまま貼り付けたに過ぎず大量の情報（土木
用語辞典のデータ）を整理しデータベース化するにはまだ至ってい
ない。そのため用語をより閲覧しやすくするためプラグインを使い
辞書を整理した。

• 今回はテキストプラグインという機能を使った。
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３、研究結果
４、今後の展望
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３、研究結果

• 今回はWiki土木用語辞典としてネット上に設置することに成功し
た．さらに今は用語をそのまま貼り付けただけでなくより閲覧しや
すい工夫をこらした。

• これからは22,000語という大量の用語を掲載していく単純作業が

多くなっていくが諦めずがんばっていきたい。

４，今後の展望
データベース化のためCVSやMYSQLといったPHPに対応したデータ

ベースソフトについて調査を進める．
ページがある程度完成したら実験的に学内の授業などで実際使用し
てもらい，学生や教授の意見を聞く．
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wiki を使った土木用語データベース化計画 

学生氏名 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

吉田郁政 

１．はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情報から電子化された情報へ移行してきている．さらにインターネットの普及，

高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．このような情報の移行に伴いインターネット上に整理された

土木用語を公開していくことは学生の研究，支援や学習の第一段階として広く使うことができ一般の人々に土木用語を認

知させる一つの手段である．さらに世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で必要とされて

いる．  

２．研究内容 
本研究ではwikiという誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトを使いネット上に土木用語辞典を作成していく．wikiを使

ったホームページではwikipediaが現在最も有名である．このソフトを使う利点は，誰でも投稿，編集ができ情報が常に更新さ

れていくことにより情報の老朽化を防ぐことである．今回はこのwikiクローンであるpukiwikiを使い実際に作成したサイトと

前回までのサイトの比較をしながら研究を説明していく． 

３．今回の改良点 
１）今回土木用語辞典のデータのアップロードと整理 
今回土木用語辞典のデータ（excel）をホームページ上に載せ，pukiwiki記法を使い用語の整理を行なった．pukiwiki記法と

は特定のルールによりテキストの整形を行うことができるものである．本サイトではリスト構造記法とコンテンツプラグイ

ンを組み合わせ用語の整理を行なった．これはexcelにpukiwiki記法の文字を打ち込みページに一括して張り付ける方法をとっ

た．図－1excelデータの例参照 
例；excelデータの貼り付け 

 
 
 

用語 解説 

エアウォータージェット 圧縮空気を用いて，，，

＊＊エアウォータージェット 

圧縮空気を用いて，，， 

図－1excelデータの例 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

図－2，用語整理前と後の変化 

２）用語の投稿や質問用の機能（tracker.php） 
用語の投稿や質問用の機能（tracker.php）を追加した．traker.phpとはメーリングリストの代用として情報を共有する目的で

作られたものだが扱う項目を設定用のwikiページで管理できるため，項目を減らしたり増やしたりと自由自在にカスタマイズ

できるようになっている．投稿ごとにページが追加できる掲示板のようなものになり，簡易的なデータベースのようなもの

にも利用できる．本サイトには説明の記載がない用語がいくつかあるのでその用語の説明文を投稿できるシステムが必要と

なった．この機能を使い説明の記載されていない用語や新しい用語を閲覧者に投稿してもらうことができる．今回実際に試

験的に皆川班の学部生に投稿をしてもらった． 
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作成過程 

４つの各設定ページを作ることでtrackerに複数の設定を持たせ，目的に合わ

せて機能を変化させることができる．表－1の設定ページで様々な設定を変

えられるので今回はカテゴリー，状態，優先順位などを用語投稿用に作成

した．図－3，実際のtracker（用語投稿用）が実際作成したページである． 
 

 

 

図－3，実際のtracker（用語投稿用） 
表－1，各設定ページの説明 

ページ名 設定内容 

:config/plugin/tracker/新しい用語

 
 Tracker全体の設定 

登録者，分類，状態，タイトル，内容詳細などの項目を決める．

:config/plugin/tracker/新しい用語/form

 
 記入フォーム 

記入欄の長さや文字表示の場所などの指定． 

:config/plugin/tracker/新しい用語/page

 
 一覧表示 
 一覧表示した場合の設定． 

:config/plugin/tracker/新しい用語/list  各ページ表示状態 
 各ページの文字の大きさ，色，書体などを決定する． 
 

４．研究結果 
これまで色々試行錯誤を繰り返しどうにかサイトを完成できる段階に至った．trackerについても学部生に操作してもらった

ところうまく動作しているようなのでたくさん投稿してくれることを期待している．研究室内のみに本サイトを公開するの

で何か投稿できる土木関連の情報のある方は投稿お願いします． 
アドレス    http;//balius0417.la.coocan.jp/ 
ID          balius0417 

パスワード  17391031 

５．今後の展望 
 現在サ行までアップロードが完了しているのでデータベースであるexcelデータ（土木用語22000語）を全てアップロード

しwiki土木用語辞典を完成させる． 
 説明が記載されていない用語について調べページを充実させる． 
 実際に3年生や研究室生に記載されていない用語について投稿してもらう． 

【参考文献】 
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wiki を使った土木用語データベース化計画 

学生氏名 渡邊 悠 

指導教員 皆川 勝 

吉田郁政 

１．はじめに 
最近では情報の電子化に伴い紙媒体での情報から電子化された情報へ移行してきている．さらにインターネットの普及，

高度化に伴い様々な情報が簡単に検索できるようになった．そして土木のような広範囲な部門の場合は，その範囲の決め

方によっては極端に言えば限りなく用語数が増加する．加えて，情報氾濫の時代の今日，次々と新語，外来語の出現によ

り紙媒体での用語辞典編集は困難を極める．このような情報の移行に伴いインターネット上に整理された土木用語を公開

していくことは学生の研究，支援や学習の第一段階として広く使うことができ一般の人々に土木用語を認知させる一つの

手段である．さらに世の中に散乱した土木情報を分類，体系化していくことは様々な研究で必要とされている．この土木

用語辞典を作成することは従来ほとんど採用されていなかった土木史と人物，土木関連行政，環境，景観分野，土木に関

係する重大事件などの関連性を加えることも可能となっている．  

２．研究内容 
本研究では wiki という誰でも投稿，編集できる機能を持つソフトを使いネット上に土木用語辞典を作成していく．wiki

を使ったホームページではwikipediaが現在最も有名である．このソフトを使う利点は，誰でも投稿，編集ができ情報が常

に更新されていくことにより情報の老朽化を防ぐことである．今回 wiki 土木用語辞典というサイトを実験的に構築し様々

な角度から研究を進めていく。wiki 土木用語辞典は、みんなで創る土木辞書であり誰でも無料で土木分野の用語を調べら

れ誰でも説明文を編集したり新しいページを作ることができる。 wiki土木用語辞典は、お互いに知識を持ち寄り、利用価

値のある「集合知」を作るための場所（ウェブサイト）を提供し一般・学生の学習のために、調査のスタート地点として

理解を助け、調査を発展させるための情報を提供することを目的としている． 
今回はこのwikiクローンであるpukiwikiを使い実際に作成したサイトと前回までのサイトの比較をしながら研究を説明する． 

３．今回の改良点 
１）用語投稿用の投票システム 
前回作成した用語の投稿や質問用の機能（tracker.php）に投票する機能（vote.php）を追加した．この機能の追加により投稿

された文書を評価できるようにした．投票フォームは選択肢を自由に設定し投票結果を選択肢の後ろに投票数という形で保

存する． 
例：#vote(役に立った,そうでもない,使えない) 

この機能により投稿された文書に対してユーザが評価でき文書

に対しての真意がある程度明確化され投稿された用語の精度が

より高まる．さらにだれが投票したかが分かればそのユーザの信

頼度も上がり閲覧や編集の機能をより広げていくことも可能で

ある． 
 

 
 
 

図－1 投票機能（vote.php） 
２）ユーザ認証設定 
 誰でもページを編集できるのがwikiの大きな特徴であるがページの閲覧・編集にユーザ認証をかけることで特定のユーザの

みが閲覧・編集できるページを作成することができるようになっている。前回の発表でユーザ認証について指摘を受けたの

で管理面を強化するためユーザ認証をもう一度見直しページの管理をより厳重にした．前回までは一つのユーザIDを利用者

全員で共有する方式をとっていたが今回は各ユーザにIDを発行する方式をとった． 
ユーザ認証設定は大きく分けて５つに分かれている。 

56



平成 20 年度第 5回中間発表                             平成 20 年 1月 7日 

表－1，各設定ページの説明 
 

認証設定 設定内容 

：ユーザ定義 ユーザ名やパスワードの設定 

:認証方法設定 認証が必要な設定をページ名で行なうのか，ページ内容で行なう

のかを指定する設定 

:閲覧認証設定 特定のページを閲覧するときに認証を必要とする場合の設定 

:編集認証設定 編集に認証するときの設定 

：検索認証設定 閲覧認証対象となっているページを検索対象から除外する設定 

 

 

 

 

 
 
 
 

：例 管理者IDとmakitaIDの違い 
今回2つのユーザ定義を作り閲覧認証と編集認証を設定しページの利用を制限した． 
        管理者ID                                                     makitaID  

 

 
 
 
 
 
 
 

図－2 認証設定 管理者                   図－3 認証設定 makita  

このように利用者それぞれのIDを作ることにより利用者の閲覧や編集を制限することができ，著作権やページの公平性を保

つことが可能になる． 

４．研究結果 
これまで色々試行錯誤を繰り返しどうにかサイトを完成できる段階に至った．trackerについても学部生に操作してもらったと

ころうまく動作しているようなのでたくさん投稿してくれることを期待している．認証設定を強化することで著作権やペー

ジの公平性を保つことが可能になった．これからはこのユーザ設定と投票機能を連携させていくプログラムを研究していき

たい． 

５．今後の展望 
 ユーザ設定と投票機能の連携 
 説明が記載されていない用語について調べページを充実させる． 
 実際に3年生や研究室生に記載されていない用語について投稿してもらう． 

【参考文献】 

土木学会 土木情報共有技術小委員会 土木用語分科会資料 ウィキペディア土木用語の体系，制度，土木用語辞典との比較 

2006．10 

「第31回情報利用技術シンポジウム」 研究資料 土木大辞典をウィキペディアで実現するとしたら 2006．10 

ウィキペディアホームページ ウィキメディア財団 http://ja.wikipedia.org/wiki/ 2008．1 
PHP基礎講座 PHPBIZ  http://www.phppro.jp/school/ 2008．1 
pukiwiki入門 天野龍司 増井雄一郎 大河原哲 2006. 4 

JCCS Wiki TOPページ 財団法人日本建設情報総合センター(JACIC) 東京大学空間情報科学研究センター(CSIS)  
http://jccswiki.csis.u-tokyo.ac.jp/jccswiki/ 2008．1 
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この機能により投稿された文書に対してユー
ザが評価でき文書に対しての真意がある程
度明確化され投稿された用語の精度がより
高まる．

さらにだれが投票したかが分かればその
ユーザの信頼度も上がり閲覧や編集の機能
をより広げていくことも可能である．
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今回の改良点 ユーザ認証設定

誰でもページを編集できるのがwikiの大きな特徴で

あるがページの閲覧・編集にユーザ認証をかけるこ
とで特定のユーザのみが閲覧・編集できるページを
作成することができるようになっている。

前回の発表でユーザ認証について指摘を受けたの
で管理面を強化するためユーザ認証をもう一度見
直しページの管理をより厳重にした．前回までは一
つのユーザIDを利用者全員で共有する方式をとっ
ていたが今回は各ユーザにIDを発行する方式を

とった．
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５つのユーザ認証設定

認証設定 設定内容

：ユーザ定義 ユーザ名やパスワードの設定

:認証方法設定 認証が必要な設定をページ名で行なう
のか，ページ内容で行なうのかを指定
する設定

:閲覧認証設定 特定のページを閲覧するときに認証を
必要とする場合の設定

:編集認証設定 編集に認証するときの設定

：検索認証設定 閲覧認証対象となっているページを検
索対象から除外する設定
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管理者IDとmakitaIDの違い

管理者ID   balius0417
パスワード 17391031

makitaID makita
パスワード 11111111
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４、研究結果
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研究結果

これまで色々試行錯誤を繰り返しどうにかサ
イトを完成できる段階に至った．

認証設定を強化することで著作権やページの
公平性を保つことが可能になった．

これからはこのユーザ設定と投票機能を連携
させていくプログラムを研究していきたい．

21

2005/07/28 @CRIEPI

Risk management based on the integration of transportation network and input-output models 21

2005.12.19

５、今後の展望
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今後の展望

ユーザ設定と投票機能の連携

説明が記載されていない用語について調べ
ページを充実させる．

実際に3年生や研究室生に記載されていない

用語について投稿してもらう．
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